
第 3 回グループホームすこやか運営推進会議議事録 

 

１，日 時：平成３０年 11 月 28 日(水)  １4：00～１5：00 

      

２，場 所：秀明荘 1 階会議室 

 

３，出席者： 

ご利用者家族代表              

 

玉島中央町町内会代表者        (欠席) 

 

倉敷市玉島東地区 民生委員     (欠席) 

 

倉敷市介護保険課            (欠席) 

                 

倉敷市社会福祉協議会玉島事務所  (欠席) 

 

グループホーム富田の里           

     

倉敷市玉島中部高齢者支援センター  

 

事業所代表者                松三 事務長 

 

グループホームすこやか         菟原 

 

４， 配布資料 

活動報告レジュメ 

 

５，議事の経過及び内容 

① 事務長挨拶 

② 出席者紹介 

③ 事業活動報告 

・配布資料にて 30．9 ～３０．11 の活動報告行う 

 

 

④ 質疑応答 

 

１） ご家族代表(感想) 

活動報告を聞いてグループホームで取り組まれていることがよくわかりました。車いすの

母に外出する機会を多く作ってもらいうれしく思います。報告の中で帰宅願望の方への

対応が大変だと感じましたし、認知症の方はどなたでも起こりうることだとわかりました。 

 

２） 町内会代表者  ※本日欠席 

 



 

３） 民生委員代表(感想) ※本日欠席 

   

４） 近隣グループホーム職員(助言) 

活動報告を聞いて比較的元気な方が多く住まれており、活気があると感じました。又、活

動報告でお話をされた帰宅願望の対応では、当施設でも食事を食べた後に、お一人の

方が帰ろうと発言して周りの入居者も帰宅願望の症状が現れます。その都度人と時間が

かかり、声のかけ方・対応の仕方が大変だと感じます。職員による統一した対応を徹底

するように注意しています。 

 

５） 介護保険課 ※本日欠席 

 

６） 高齢者支援センター職員(質問) 

今後の予定で避難訓練を１２月に行う予定でされていたが、どのような想定した内容を行

うのか？ 

 

施設職員より返答 

夜間災害時の通報・避難訓練を予定しています。実際に夜勤担当者２名・当直応援者１

名で行い、避難～終了までの時間を計測します。又、停電等により、ＥＶが使用できない

ことも想定して階段のみを使用する予定です。 

 

ライフラインが遮断された場合に、食糧・水・備品等がどの程度あれば何日過ごせるか

想定すること、又、災害時誰へ一番に連絡して一早い対応が取れるかを、日ごろから全

職員が情報共有する必要が課題である。 

※次回の運営推進会議で避難訓練の報告予定。 

 

⑤ 次回開催の案内 

日時：平成３０年 1 月末頃開催予定(デイサービスすこやかと合同開催) 

会場：秀明荘 2 階会議室 

ご案内：概ね１ヶ月前を予定 

 

作成者：菟原 

 


